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発刊に当たって

エンジニアリング協会が発表した2024年度エンジニアリング産業の実態と動向によると、

2024年度海外受注高は前年度比32.7％増の10兆7,550億円で、高水準な受注が続いていま

す。天然ガス需要拡大に伴うＬＮＧ(液化天然ガス)プラント建設、電力需要拡大に伴うガ

ス火力発電所建設、鉄道などの都市インフラ整備に対する投資意欲が継続しています。

2026年世界実質ＧＤＰ(国内総生産)成長率予測は、世界銀行が2.6％、国際通貨基金

(ＩＭＦ)が3.3％で、世界経済の堅調さが見込まれます。一方で、米国の第２次トランプ

政権の経済・関税政策、ロシア軍のウクライナ侵攻の膠着状態、イランを中心とする中東

地域の緊張激化、インフレなどの懸念から、2026年も不透明感があります。プラント・イ

ンフラビジネスは他国企業との受注競争の激化など厳しい環境は続きますが、ＡＩ(人工

知能)の普及拡大を受けたデジタル市場拡大、エネルギー安全保障、脱炭素化がけん引す

る設備投資意欲を追い風に、商機も期待されます。

小社は、プラント・エンジニアリング案件などを経営・営業資料としてご利用しやすく

分類・整理した本書「プラント輸出データ便覧」を毎年発刊しております。

最新版の2026年版は、①2026年の海外注目プロジェクト、②日本企業と海外企業の2025

年プロジェクト受注状況、③総合商社と重機･重電、エンジニアリング専業、鉄鋼系の2024

年度決算実績、④海外プロジェクトの分野別状況、⑤2024年度の海外エンジニアリング産

業実績、⑥2024年度の海外建設工事受注実績、⑦2024年度の重電機器受注実績、⑧2024年

度の円借款プロジェクトリストなど、海外プラント・エンジニアリングビジネスの関連情

報をカテゴリー別にまとめております。

今後も期待・注目される海外のプラント・インフラ関連ビジネスでチャンスを獲得する

ためには、精度が高く体系的な情報の入手が欠かせません。本書が皆様の経営・営業資料

としてお役に立てることを心から願うものであります。

なお、プロジェクトの最新動向を把握するため、小社の「重化学工業新報｣「Jknews」

もあわせてご活用頂ければと存じます。

2026年３月

株式会社 重化学工業通信社

重化学工業新報編集部



1

第１章 海外プロジェクト受注動向

１．注目される2026年のプロジェクト(2025年末現在の情報に基づき作成)

【エネルギー・化学】

高まるエネルギー需要に対応するガス中心の展開へ

－注目地域はアフリカ・中東－

2026年のエネルギー・化学分野のプロジェクトは2025年に引き続き、ガス中心の動きとなる。

エネルギー・化学分野は、石油＆ガスと石油化学に分野が大きく分かれるが、石油化学は中国の

過剰生産の影響で、エチレンの誘導品の価格が下がり、プロジェクトのフィージビリティが下がっ

ている。

そのうえに、2025年11月には韓ロッテケミカルがインドネシアの西ジャワ、チレゴン地区に100

万t/yのエチレンプラントを中核設備とする石油化学コンプレックスを稼働し、今後もカタールと

米国で200万t/yのエチレンプラントが立ち上がる。すでに供給過剰状態にあるにもかかわらず、こ

れだけの石化コンプレックスが立ち上がれば、いっそうの供給過剰状態になる。

これらのことから、2026年のエネルギー・化学プロジェクトにおいては、石油化学プロジェクト

市場は一部の例外を除き、壊滅的な状況にある。

その「一部の例外」が、信越化学工業の米国法人であるシンテック社が計画するエチレンプラン

トの増設計画だ。

シンテックは現在、ルイジアナ州のプラクミンで塩ビの製造プラントを操業中だが、この塩ビの

原料であるエチレンを生産する50万t/yのプラントを稼働している。このエチレンプラントを50万

t/y増設して、生産能力を100万t/yに増強する計画を進めている。

すでに、同プロジェクトでは、既設を建設した東洋エンジニアリング(ＴＯＹＯ)がエチレンプ

ラントのＦＥＥＤ(基本設計)を始めている。ＦＥＥＤ後のプラントの建設においても、設計はＴＯ

ＹＯのインド法人であるトーヨーインディア、調達はトーヨージャパンで行われる。コンストラク

ションは、ＴＯＹＯグループは受注せず、シンテックが独自に実施することになる。

このエチレンプラントの増設は塩ビの原料として活用されるエチレンを生産するのが目的だ。あ

くまでも塩ビ事業の一環であって、コンプレックスの原料供給が目的では無い。

海外における石油海外関連プロジェクトはこれ１件で、2024年、一時的に関心が高まったサウジ

アラビアの SABIC Agri-Nutrients のアンモニアプロジェクトも、その後の動きは無い。

■早期に契約するモザンビーク向けＦＬＮＧプロジェクト

石油化学プロジェクトはほとんど皆無の状況だが、ガス関連プロジェクトの動きは活発だ。先進

国におけるデータセンター需要の高まりを受け、エネルギー需要が増加している。この状況に迅速

第１章 海外プロジェクト受注動向
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地区では、コモンウェルスＬＮＧ社が475万t/y×２系列のプラントの建設が計画されている。同プ

ロジェクトは現在のところＦＩＤが下されていないが、ＥＰＣコントラクターとしては、テクニッ

プエナジーズが決まっている。同社が開発したモジュール工法が採用されるもよう。

またベンチャーグローバルＬＮＧ社は、カルカシュー・パスⅡＬＮＧ基地建設プロジェクトにつ

いて2025年７月にＦＩＤを下している。同社は62万6,000t/yの小型ＬＮＧプラントを数多く建設す

る独特なプラントで生産しているが、カルカシュー・パスⅡプロジェクトでは、62万6,000t/yのプ

ラントを32基建設する。

一方、カナダでは、昨年10月に日揮グローバル～米フルアのジョイントベンチャーが完工したＬ

ＮＧカナダ社向けフェーズ１計画(700万t/y×２系列)のフェーズ２プロジェクト(700万t/y×２系

列)の計画がある。フェーズ２プロジェクトについては2025年８月に、日揮グローバル～米フルア

がＦＥＥＤのアップデートを受注している。

【マレーシア】

プロジェクト名
(規模･能力･サイト)

事 業 主 体
(発注者等)

総投資額
(建設費)

備　　　　　　　　　考

ビンツルＬＮＧプラント向けＣＣＳ
(能)ＣＯ2圧入量(2030年)500万t/y
(所)サラワク州ビンツル

ペトロナス － 2024/11日揮グローバルがＦＥＥＤ作業を開
始｡2022/1石油資源開発(ＪＡＰＥＸ)～ペト
ロナスが共同スタディを開始(スタディは
2023/8まで)

【インドネシア】
アバディＬＮＧプロジェクト
(能)ＬＮＧ液化950万t/y
(所)マルク州サムラキ市沖合と近隣
陸上部

ＩＮＰＥＸ～シェル － 2025/8ＦＥＥＤを開始｡陸上プラントについ
ては､日揮インドネシア～テクニップエンジ
ニアリング･インドネシア､ＫＢＲインドネシ
ア～韓サムスンＥ＆Ａ～現地アディカリヤが
受注｡ＦＰＳＯについては､テクニップエンジ
ニアリング･インドネシア～日揮インドネシ
ア､サイペン･インドネシア～トリパトラ～マ
クダーモットインドネシアがデュアルＦＥＥ
Ｄで実施

【サウジアラビア】
Ras Al Khair第６肥料プラント建設
プロジェクト
(能)アンモニア3,300t/d､尿素
4,400t/d
(所)ラス･アル･ハイル

SABIC Agri-Nutrients － 2025/11商談に動きなし

Ras Al Khair燃料アンモニア製造プ
ラント
(所)ラス･アル･ハイル

SABIC Agri-Nutrients － 2025/11商談に動きなし

【ＵＡＥ】
ルワイスＮＧＬ第５プラント建設
(能)ＮＧＬ2.2万t/d
(所)アブダビ首長国

ＡＤＮＯＣ－ＧＡＳ － 2025/11ＦＥＥＤと価格を提出｡日揮グローバ
ル､伊テクニモント､仏テクニップエナジーズ
が競合

【オマーン】
カルハットＬＮＧコンプレックスＬ
ＮＧプラント第４トレーン増設
(能)第４トレーン:ＬＮＧ液化380万
t/y
(所)カルハット地区

オマーンＬＮＧ － 2026年にＥＰＣ入札へ｡2024/11米ＫＢＲがＦ
ＥＥＤを受注｡千代田化工建設～韓サムスン
Ｃ＆Ｔ､日揮グローバル､伊サイペム～韓･大
宇建設が応札予定

エネルギー･化学分野
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【エネルギー･化学】

国名
(サイト)

事業主体
(発注者等)

プロジェクト名
(規模･内容)

役務範囲
金　　額
決済財源

受注企業

韓国
(蔚山)

韓ビージーエフエコスペ
シャリティ

無水フッ化水素(ＡＨＦ)製
造プラント建設(ＡＨＦ５
万t/y)

ＥＰＣ － 韓トーヨーエンジ
ニアリングコリア
(トーヨーコリア:
東洋エンジニアリ
ング(ＴＯＹＯ)グ
ループ)

台湾
(高雄市)

台湾中油(ＣＰＣ) 洲際ＬＮＧ受入･貯蔵ター
ミナル建設(ＬＮＧ貯蔵72
万kL=18万kL×４基)

ＬＮＧ貯蔵タ
ンクのＥＰＣ

－ ＩＨＩプラント～
台･中鼎工程(ＣＴ
ＣＩ)

台湾
(雲林県麥寮)

台塑石化(台湾プラスチッ
クグループ)

台塑麥寮ＬＮＧ受入基地建
設(地上式ＬＮＧタンク容
量32万=16万×２基)

ＬＮＧ貯蔵タ
ンクのＥＰＣ

－ 川崎重工業～台Ｃ
ＴＣＩ

タイ
(同国湾岸部)

現地バレウラ･エナジー･タ
イランド(ＶＥＴ)

Wassana鉱区･生産井24本向
け海底石油資源開発用セン
トラル･プロセッシング･プ
ラットフォーム(ＣＰＰ)新
設工事(原油生産量→１万
b/d)

ＥＰＣ － タイ･ニッポン･ス
チール･エンジニア
リング･コンストラ
クション(ＴＮＳ:
日鉄エンジニアリ
ング子会社)

タイ
(ラヨン県マプタ
プット)

ブラスケムサイアム(現地
ＳＣＧケミカルズ(ＳＣＧ
Ｃ)､ブラジル･ブラスケム
の合弁会社)

バイオポリエチレン(バイ
オＰＥ)製造プラント建設

ＦＥＥＤ － 東洋エンジニアリ
ング

タイ
(ラヨン県マプタ
プット)

丸紅･インドネシア(丸紅グ
ループ)

廃プラスチック原料の油化
ケミカルリサイクル事業

事業化に向け
た業務委託契

約

－ 日揮ホールディン
グス(日揮ＨＤ)

マレーシア
(サラワク州)

ちとせグループ CHITOSE Carbon Capture
Central(微細藻類生産施
設)の微細藻類成分抽出･分
離試験用設備建設

微細藻類成分
抽出･分離試
験用設備供給

－ 三菱化工機

マレーシア
(ジョホール州ペ
ンゲラン)

現地ＰＲＰＣユーティリ
ティーズ･アンド･ファシリ
ティーズ(ＰＲＰＣ:マレー
シア国営石油会社(ペトロ
ナス)参加企業)

ペンゲランインテグレー
ティッドコンプレックス
(ＰＩＣ:石油･石油化学コ
ンプレックス)のバイオ製
油所プラントのアウトサイ
ドバッテリー外(ＯＳＢＬ)
設備建設

ＥＰＣ － 現地トーヨーエン
ジニアリング･アン
ド･コンストラク
ション(トーヨーマ
レーシア:東洋エン
ジニアリンググ
ループ)

シンガポール
(サクラ地区)

現地クラレ･アジアパシ
フィック(クラレグループ)

エチレン･ビニルアルコー
ル共重合体(ＥＶＯＨ)樹脂
製造プラント建設(ＥＶＯ
Ｈ樹脂:当初1.8万t/y→将
来:3.6万t/y)

建設工事一部
(鉄骨工事､配
管工事および
機器据付工

事)

投資額
4.1億ドル

現地ウトクエンジ
ニアリング(ＵＥ:
宇徳グループ)

２．日本企業の2025年プロジェクト受注動向<2025年1～12月>
※掲載情報は受注当時の情報を掲載

25



第１章　海外プロジェクト受注動向

国名
(サイト)

事業主体
(発注者等)

プロジェクト名
(規模･内容)

役務範囲
金　　額
決済財源

受注企業

日本
(発注主国籍)

三井海洋開発(ＭＯＤＥＣ) 浮体式海洋石油･ガス生産･
貯蔵･積出設備(ＦＰＳＯ)
向けＣＯ2回収設備開発

ＦＥＥＤ － 韓サムスンＥ＆Ａ

中国
(内モンゴル地
区)

中･内モンゴル九奏集団 持続可能な航空燃料(ＳＡ
Ｆ)製造プラント建設(ＳＡ
Ｆ10万t/y)

ｅ－メタノー
ル由来のＳＡ
Ｆ製造技術供

与

－ 米ハネウェルＵＯ
Ｐ

韓国
(蔚山)

韓エスオイル(Ｓ－ＯＩＬ:
サウジアラビア国営石油会
社(サウジアラムコ)子会
社)

シャヒーンプロジェクト
(石油化学コンプレックス)
向けコージェネレーション
(熱電併給)プラント建設
(発電量121MW､蒸気供給量
160t/h)

ＥＰＣ 受注額
2,360億ウォ

ン

韓ＤＬ Ｅ＆Ｃ

韓国
(同国国内)

韓ハンファインパクトコー
ポレーション

水素製造施設プロジェクト
(水素214t/d)

アンモニア分
解技術供与
(技術ライセ
ンス､エンジ
ニアリング･
設計､設備､

サービスの提
供を含む)

－ 米ＫＢＲ

マレーシア
(サバ州沖合)

現地ＰＴＴＥＰサバ石油会
社(タイ･ＰＴＴエクスプロ
レーション･アンド･プロダ
クション(ＰＴＴＥＰ)グ
ループ)

オフショア設備構築:ロタ
ン油田･ブル油田からペト
ロナス･フローティング液
化天然ガス･ドゥア施設へ
の天然ガス供給強化

カーボンス
チール製パイ
プライン(設
計･調達･建
設･据付)､海
底アンビリカ
ル･ライザー･
フローライン
部品(輸送･据

付)

－ 米マクダーモット･
インターナショナ
ル

マレーシア
(ジョホール州ペ
ンゲラン)

現地ペンゲラン･バイオリ
ファイナリー(現地ペトロ
ナス･モビリティ､伊エニビ
ル､ユーグレナの合弁会社)

バイオリファイナリープラ
ント向け水素製造プラント
建設(水素3.8万/h)

ＥＰＣＣ 受注額
1.25億ドル

伊ＫＴキネティク
ス･テクノロジー
(伊メイレグループ
傘下企業)

ＬＮＧプラン
トのＦＥＥＤ

－ ＫＢＲインドネシ
ア(米ＫＢＲグルー
プ)～韓サムスンＥ
＆Ａ～現地アディ
カルヤ

ＦＰＳＯのＦ
ＥＥＤ

－ サイペム･インドネ
シア(伊サイペムグ
ループ)～現地トリ
パトラ･エンジニ
アーズ･アンド･コ
ンストラクターズ
～現地トリパトラ･
エンジニアーズ～
マクダーモット･イ
ンドネシア(米マク
ダーモットグルー
プ)

３．海外企業の2025年プロジェクト受注動向<2025年1～12月>
※掲載情報は受注当時の情報を掲載

【エネルギー･化学】

インドネシア
(マルク州サムラ
キ市沖合と近隣
陸上部)

アバディＬＮＧプロジェク
ト:アバディガス田開発･生
産とＣＯ2回収･貯留(ＣＣ
Ｓ)システム併設型陸上Ｌ
ＮＧ液化プラント建設(ガ
ス総生産量1,050万t/y(う
ちＬＮＧ液化950万t/y)､コ
ンデンセート3.5万b/d)

ＩＮＰＥＸ～インドネシア
国営石油会社(プルタミナ)
～マレーシア国営石油会社
(ペトロナス)
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４．日本企業の2024年度海外プロジェクト受注動向

日本企業の2024年度大型受注～金額・件数とも前年度から増加

－住友電工と日立エナジーがドイツの送電で超大型受注－

小社がまとめた日本企業による2024年度(2024年４月～2025年３月)の海外プロジェクト受注実績

は、400億円以上の大型案件が15件あり、2023年度の11件から約36％増加した。大型案件の総額は

２兆1,744億円で、同79％の増加。前回の2023年度は、2022年度比で金額・件数とも半減していた

が、今回はやや持ち直している。

1,000億円を超える超大型案件は６件あり、2023年度の４件から増加した。うち２件は欧州の送

電線整備案件で、他は鉄道３件、エネルギープラント１件だった。５件は現地法人を通じて成約し

ており、過去の大型Ｍ＆Ａ(企業の買収・合併)が功を奏している。

最大の受注案件は、住友電気工業によるドイツの高圧直流(ＨＶＤＣ)送電線プロジェクト向け架

橋ポリエチレン(ＸＬＰＥ)ケーブル供給で、受注総額は30億ユーロ(約4,860億円)以上。この受注

に伴い住友電工は現地ケーブルメーカー買収を決定した。このプロジェクトでは、日立グループの

スイス・日立エナジーが送電線建設工事を20億ユーロ(約3,240億円)で受注している。これらのプ

ロジェクトは、北海沖合の洋上風力発電所など再生可能エネルギーからの電力供給ネットワークの

強化などが目的となっている。

■2024年度・日本企業の主要大型受注案件　　　　　　　　　　　　 (１件100億円以上／金額：円)

国　　名
(サイト名)

分野 プロジェクト名／受注業務他 受注額 受　注　企　業

ドイツ
(北部～南部間)

電力 高圧直流送電(ＨＶＤＣ)向け架橋ポリエ
チレンケーブル(ＸＬＰＥ)供給

4,860 住友電気工業

インドネシア
(西パプア州ビンツニ地
区)

エネル
ギー

タングーＬＮＧプラント向けガス増進･回
収(ＥＧＲ)およびＣＯ2回収･利用･貯留
(ＣＣＵＳ)プロジェクト(ＣＯ2回収2,500
万t/y､天然ガス昇圧23.5億cf/d､ＥＧＲ圧
縮2.7億cf/d)

3,600 ＪＧＣインドネシア(日揮グループ)

ドイツ
(ハイデ･ウエスト～ポル
スム間)

電力 コリドーＢ高圧直流送電線Ｖ48およびV49
の建設(距離約440㎞＋約270㎞､電圧
525kV)

3,240 スイス･日立エナジー(日立グループ)

米国
(ニューヨーク市)

鉄道 Ｒ211型地下鉄車両供給･第二次オプショ
ン分(車両435両)

1,950 川崎車両～ＫＲＣ(川崎車両の米国法
人)

エジプト
(カイロ首都圏)

鉄道 カイロメトロ１号線改修:信号･制御･通信
設備近代化(総延長44㎞､35駅)

1,296 日立製作所～仏コーラスレール～現
地オラスコム

米国
(ペンシルベニア州)

鉄道 都市高速鉄道「マーケット～フランク
フォード線」向け鉄道車両更新(基本契約
200両､最大40両追加オプション)

1,086 日立製作所

英国
(ロンドン～カーマーゼン
間等)

鉄道 インターシティ(特急型)鉄道車両供給(車
両70両=５両×14編成)

970 日立製作所

クウェート
(ドーハ)

電力 ドーハウエスト火力発電所近代化工事(既
設火力発電2,400MW)

821 ＩＨＩ～現地ＨＥＩＳＣＯ

バングラデシュ
(コックスバザール県)

港湾 マタバリ商用港湾開発工事パッケージ１
(コンテナおよび多目的ターミナル各１
バース建設､貨物取扱容量約100万TEU規模
/y､水深約16m)

734 五洋建設～東亜建設工業
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第１章　海外プロジェクト受注動向

５．最近の日本･日系企業受注･応札状況(2025年末現在)
※企業の順番は五十音順、掲載情報はその時点の情報を掲載

◆ＩＨＩ

国　　名 プロジェクト名／能力／総額(受注額)等 進捗状況等

台湾 洲際ＬＮＧ受入基地建設／ＬＮＧタンク72万
(=18万×４基)､浮体式ＬＮＧ貯蔵再ガス化設備
17万

2025/3ＩＨＩプラント～台ＣＴＣＩが台湾中油(ＣＰ
Ｃ)から､ＬＮＧタンクのＥＰＣを受注｡ＣＰＣのガス
化設備の入札に､ＪＦＥエンジニアリングが応札へ

台湾 大林石炭火力発電所のアンモニア混焼／対象設
備:既設石炭1,600MW(=800MW×２基)

2024/6ＦＳ開始｡2024/3ＩＨＩ､住友商事､台湾電力の
３社がアンモニア混焼の実証で覚書｡2030/末までに
実証の実施を目指す

タイ マエモ発電所･石炭火力発電設備の石炭･バイオマ
ス混焼／発電所総発電出力2,200MW以上

2025/8ＩＨＩ､タイ発電公社(ＥＧＡＴ)が検討中｡
2024/6ＩＨＩとＥＧＡＴがＭＯＵ結び､約１年間のＦ
Ｓ実施へ

マレーシア スンガイウダンＷｔＥのごみ焼却発電プラント建
設(マラッカ地区)／ごみ処理量1,056t/d､発電量
22MW

2025/12シンガポール･ジュロンエンジニアリング(Ｊ
ＥＬ:ＩＨＩグループ)～現地イクウェイタエンジニ
アリング(ＥＥＳＢ:ＪＥＬ現地法人)～カナデビア～
現地アラムヘゼム(カナデビアグループ)の４社連合
がＥＰＣを受注｡完工予定は2029/5頃

シンガポール サクラ火力発電所燃料転換(アンモニア燃焼対応
のガスタービン技術導入)／既存発電設備400MW超

2026/1セムコープインダストリーズが事業化を検討
中｡ＩＨＩと米ＧＥベルノバが協力､両社が共同開発
中のアンモニア対応ガスタービン技術の導入が有力

フィリピン セブ～マクタン橋(第四橋)および沿岸道路建設／
長径間鋼箱桁橋:約3.3㎞､高架沿岸道路:全長約
4.9㎞／総事業費1,700億円以上

2025/9工事入札公示の準備中だが､土地収用等の問題
で遅延｡ＩＨＩインフラシステム(ＩＨＩグループ)が
応札か｡2020/6円借款Ｅ/Ｎ･Ｌ/Ａ(日本タイド)

インドネシア ラブアン石炭火力発電所の石炭とグリーンアンモ
ニアの混焼／既設石炭火力300MW

2025/4ＩＨＩ～現地ＰＬＮ～インドネシア国営肥料
会社(ププック･クジャン)がグリーンアンモニアの小
規模燃焼実証を実施

インド ムンバイ沿岸ウッタン～ビラール間海上道路建設
(ＵＶＳＬ)／海上橋梁新設:約43㎞

2025/9現地のセミナーでＩＨＩインフラシステムが
技術紹介の発表｡円借款で資金調達検討｡2025/5ムン
バイ首都圏開発庁が事業承認｡2024/8ＩＨＩインフラ
システムが経産省委託のＦＳ実施済み

クウェート ドーハウエスト火力発電所近代化工事／受注額約
5.63億ドル／既設総発電出力2,400MW

2025/7シンガポール･ジュロンエンジニアリング(Ｊ
ＥＬ)が工事に協力へ｡2024/11ＩＨＩ～現地ヘビーエ
ンジニアリングインダストリーズ＆シップビルディ
ング(ＨＥＩＳＣＯ)が近代化工事を受注

ＵＡＥ 再生可能エネルギー由来のグリーンアンモニア製
造･販売事業(太陽光発電由来の水素によるアンモ
ニア製造)／アンモニア20万t/y

2024/8ＩＨＩと現地ＥＮＯＣがＦＳ中｡2028年頃に商
用プラントを完工予定

コンゴ民主共和
国

マタディ橋道路整備(ケーブル送気乾燥システム
追加工事､橋面舗装補修､アプローチ舗装修復他)
／既存吊橋:全長722m､中央径間長:520m

2025/10再入札ＰＱ公告｡2024/12工事対象の無償Ｇ/
Ａ(贈与契約)､24.12億円限度｡ＩＨＩインフラシステ
ムが保全で長年の実績あり､応札に前向き

モザンビーク ナカラ緊急発電所整備／30MW二元燃料式ガスター
ビン発電設備､110kV変圧器､110kV開閉設備､燃料
タンクの整備／総事業費70億円規模

2025/11住友商事～ＩＨＩが工事受注に向け交渉中→
決着へ｡2024/3無償の供与限度額が69.5億円に増額

イタリア メッシーナ海峡大橋新設(大型吊り橋)／中央径間
3,300m／ユーロリンクの受注総額106億ユーロ

2025/12着工は2026年以降の見通し｡2025/8ＩＨＩ～
伊ウィビルド等５社による特定目的会社ユーロリン
クがメッシーナ海峡公社から工事の受注を内定

ルーマニア ＲｏＰｏｗｅｒ･ドイチェシュティ石炭火力発電
所跡地のＳＭＲ発電所建設／ＳＭＲ462MW(=77MW
×６基)

2025/2ＩＨＩがＳＭＲ向け鋼製モジュールのモック
アップ(模型)製作を韓サムスンＣ＆Ｔから受注→
2025/5モックアップ完成→具体化後､鋼製モジュール
実機の受注も狙う｡米ニュースケール･パワー(ＩＨＩ
等も出資)のＳＭＲを導入予定

79
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